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一

　

鍾
繇
（
一
五
一
─
二
三
〇
）、
字
は
元
常
、
潁
川
長
社
（
河
南
省
）
の
人
。
後

漢
の
献
帝
の
時
、
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
、
尚
書
郎
・
陽
陵
令
か
ら
、
の
ち
侍
中
・

尚
書
僕
射
と
な
り
、
東
武
亭
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
後
に
魏
の
太
祖
曹
操
に
仕
え

て
宰
相
と
な
り
、
明
帝
の
時
、
太
傅
に
進
み
、
定
陵
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
太
和

四
年
（
二
三
〇
）、
八
十
歳
で
卒
し
て
成
侯
と
諡
さ
れ
た
。
こ
の
は
な
ば
な
し

い
略
歴
に
比
べ
て
、
か
れ
が
能
書
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
『
三
国
志
』
魏
書
巻
一

三
に
は
一
行
も
見
え
な
い
。
け
れ
ど
も
同
じ
く
魏
志
巻
十
一
の
管
寧
伝
に
「
胡

昭
は
史
書
を
よ
く
し
、
鍾
繇
、
邯
鄲
淳
、
衛
顗
、
韋
誕
と
と
も
に
、
並
び
に
名

が
あ
り
、
尺
牘
の
跡
は
、
と
き
と
し
て
、
模
楷
と
さ
る
」
と
あ
る
。
当
時
は
、

尺
牘
の
書
体
と
さ
れ
た
の
は
行
草
体
で
あ
っ
た
。
ほ
か
俗
伝
と
し
て
は
、
晋
の

虞
喜
の
志
林
（『
重
較
説
郛
』
巻
五
十
九
）
や
、『
大
平
広
記
』
巻
二
百
六
が
あ
る
。

ま
た
、
か
れ
が
作
っ
た
文
章
と
し
て
は
、
魏
書
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
書
疏
の
た

ぐ
い
と
、
法
帖
に
残
さ
れ
た
上
表
文
と
書
簡
文
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
も
の

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
単
に
資
料
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
か
れ
が
こ

れ
を
作
り
、
ま
た
書
写
す
る
の
に
巧
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
思
わ

れ
る
。

　

鍾
繇
に
つ
い
て
は
、
中
田
勇
次
郎
氏
が
、『「
中
国
書
道
史
』
巻
三
に
お
い
て
、

文
献
を
詳
細
に
吟
味
し
、
書
道
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
鍾
繇
の
書
の
実
相
と
な
る
と
中
田

氏
も
「
古
来
そ
の
書
跡
の
伝
わ
る
も
の
が
ま
れ
で
、
今
は
そ
の
信
頼
し
う
る
も

の
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
」
と
述
べ
る
。
確
か
に
、
か
れ
の
作
品
は
、
刻
帖
に

残
さ
れ
て
い
る
伝
存
の
上
表
文
の
た
ぐ
い
だ
け
で
あ
る
。
虞
和
の
『
論
書
表
』

に
、
王
羲
之
が
「
こ
の
ご
ろ
も
ろ
も
ろ
の
名
書
を
尋
ね
る
が
、
鍾
（
繇
）、
張

鍾
繇
書
・
試
論

─
新
出
の
簡
牘
及
び
残
紙
を
手
が
か
り
と
し
て
─
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芝
は
信
に
絶
倫
と
な
す
」
と
い
い
、
そ
の
書
の
妙
味
を
た
た
え
て
は
い
る
が
、

そ
の
絶
倫
の
実
体
と
な
る
と
、
刻
帖
か
ら
想
像
す
る
以
外
に
手
が
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
近
年
、
鍾
書
の
実
相
を
刻
帖
以
外
か
ら
探
る
手
が
か
り
が
出
土

し
て
い
る
。
一
つ
は
、
二
〇
〇
四
年
、
湖
南
省
長
沙
市
東
牌
楼
か
ら
出
土
し
た

後
漢
の
簡
牘
が
そ
れ
で
あ
る
。
簡
単
に
紹
介
す
る
と
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
総

数
は
四
二
六
枚
、
そ
の
内
有
字
簡
が
二
〇
六
枚
。
形
制
か
ら
す
れ
ば
、
木
簡
・

木
牘
・
封
検
・
名
刺
・
簽
牌
な
ど
で
あ
る
。
書
体
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん

で
い
て
、
篆
書
・
行
書
・
草
書
と
初
期
の
楷
書
の
ひ
な
型
と
お
ぼ
し
き
も
の
ま

で
広
範
囲
に
及
ぶ
。
紀
年
は
建
寧
ま
で
、
す
べ
て
後
漢
の
霊
帝
期
（
一
六
八
─

一
八
八
）
に
属
す
る
。
こ
の
時
期
、
漢
隷
の
名
品
の
多
く
が
存
在
し
、
史
晨
碑

（
一
六
九
）
を
筆
頭
に
、
西
狭
頌
（
一
七
一
）、
郙
閣
頌
（
一
七
一
）、
楊
淮
表
紀

（
一
七
三
）、
熹
平
石
経
（
一
七
五
─
一
八
三
）、
曹
全
碑
（
一
八
五
）、
張
遷
碑

（
一
八
六
）
が
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
二
〇
一
〇
年
に
長
沙
市
の
五
一
広
場
か
ら
出
土
し
た
東
漢
簡
牘

で
あ
る
（『
長
沙
五
一
広
場
東
漢
簡
牘
（
１
・
２
）』）。
総
数
で
六
八
六
二
枚
。
大

多
数
は
官
文
書
で
あ
る
。
ほ
か
、
封
緘
に
用
い
る
封
検
や
函
封
、
ま
た
内
容
を

標
識
す
る
楬
（
簽
牌
）
な
ど
も
発
見
さ
れ
た
。
時
代
は
後
漢
の
章
和
（
八
七
年

～
八
八
年
）、
永
元
（
八
九
～
一
〇
四
年
）、
元
興
（
一
〇
五
年
）
な
ど
の
紀
年
が

あ
り
、
一
冊
、
二
冊
と
も
に
四
〇
〇
枚
を
収
録
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
東
牌
楼

簡
と
、
こ
の
五
一
市
場
の
紀
年
簡
を
整
理
す
る
と
、
後
漢
の
八
七
年
か
ら
一
八

八
年
ま
で
の
約
百
年
の
書
体
の
変
遷
が
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
二
〇
一
二
年
に
は

同
じ
く
長
沙
市
の
尚
徳
街
か
ら
霊
帝
期
の
熹
平
（
一
七
二
～
一
七
七
）、
光
和

（
一
七
八
～
一
八
三
）
の
簡
牘
が
出
土
し
た
。
た
だ
し
、
残
欠
が
多
く
、
文
字
も

不
鮮
明
で
あ
る
（『
長
沙
尚
徳
街
東
漢
簡
牘
』）。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
出

土
資
料
に
よ
っ
て
鍾
繇
の
書
の
変
遷
も
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
推
論
を
加
え
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
二

　

と
こ
ろ
で
鍾
繇
は
魏
に
お
い
て
活
躍
し
た
人
の
よ
う
で
あ
る
が
、
存
命
中
の

大
半
は
曹
操
と
同
様
、
後
漢
で
活
躍
し
た
人
な
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

は
な
ば
な
し
い
略
歴
で
は
あ
る
が
、
魏
国
で
の
活
躍
の
ほ
ど
は
、
わ
ず
か
十
年

で
、
か
れ
の
一
生
か
ら
す
れ
ば
八
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
東
牌
楼
簡
牘
が
書
写

さ
れ
た
霊
帝
期
は
、
鍾
繇
十
七
歳
か
ら
三
七
歳
に
相
当
す
る
。
次
の
献
帝
に
な

っ
て
孝
謙
に
挙
げ
ら
れ
、
尚
書
部
・
陽
陵
令
と
な
り
、
そ
の
後
、
病
の
た
め
に

退
官
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
霊
帝
時
代
に
、
か
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
書

法
に
習
熟
し
た
か
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
録
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
霊
帝

に
つ
い
て
い
え
ば
『
四
体
書
勢
』
に
よ
る
と
、
書
の
愛
好
家
と
し
て
の
記
載
が

あ
る
。
ま
た
『
書
断
』
に
も
「
霊
帝
は
こ
と
に
書
を
こ
の
み
、
当
時
、
書
を
巧

み
に
し
た
も
の
を
鴻
都
門
に
招
き
集
め
、
数
百
人
が
集
っ
た
」
と
い
う
記
事
か
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ら
み
て
も
、
書
に
対
す
る
愛
好
家
ぶ
り
が
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
書
に
堪
能
な

蔡
邕
（
一
三
二
─
一
九
二
）
が
、
霊
帝
の
裁
可
を
得
て
、
熹
平
石
経
（
一
七
五
─

一
八
三
）
に
自
ら
書
丹
し
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。
多
感
な
時
期
に
時
代
の

風
気
を
十
二
分
に
肌
で
感
じ
た
こ
と
は
、
の
ち
の
か
れ
の
書
法
に
多
大
な
影
響

を
与
え
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
羊
欣
の
『
古
来
能
書
人
名
』
に
よ
る
と
、
か
れ
が
得
意
と
し
た

書
に
は
、「
銘
石
書
」、「
章
程
書
」、「
行
狎
書
」
の
三
書
体
が
あ
っ
た
。
一
つ

目
の
銘
石
書
は
碑
に
書
す
る
書
体
で
あ
る
。
当
時
の
書
体
か
ら
考
え
れ
ば
、
八

分
の
隷
法
で
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。『
書
品
』
に
「
許
昌
の
碑
を
妙
尽
し
、
鄴

下
の
牘
を
窮
極
す
る
」
と
あ
る
。
か
れ
が
碑
と
尺
牘
を
よ
く
し
た
こ
と
を
述
べ

た
も
の
で
、
受
禅
碑
や
上
尊
号
碑
を
指
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
確
証
は
な

い
。

　

二
つ
目
の
章
程
書
は
、「
秘
書
官
に
伝
え
て
小
学
を
教
え
た
」
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
学
校
で
教
え
、
正
式
文
書
に
使
わ
れ
る
書
体
。
現
在
の
楷
書
に
あ
た
る

と
推
測
さ
れ
る
。
鍾
繇
の
作
品
と
し
て
は
、
宣
示
表
（
図
１
）
や
薦
季
直
表

（
図
３
）
な
ど
の
作
品
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、『
古
来
能

書
人
名
』
に
王
廣
（
？
─
三
九
二
）
は
「
章
楷
を
よ
く
し
、
鍾
（
繇
）
の
法
を

伝
う
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
王
廣
は
王
羲
之
の
師
で
あ
る
。
こ
の
章
楷
も
同
じ

く
、
楷
書
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
淳
化
閣
帖
」
巻
二
に
、
王
廣
書
が
見

ら
れ
る
が
、
鍾
繇
書
の
脈
流
を
窺
わ
せ
る
（
図
４
）。

　

三
つ
目
の
行
狎
書
、
こ
れ
は
相
聞
、
つ
ま
り
尺
牘
に
用
い
る
書
体
を
い
う
。

今
日
の
行
書
の
祖
と
な
っ
た
書
体
で
あ
る
。
鍾
繇
の
作
品
で
は
「
墓
田
丙
舎

帖
」
な
ど
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
鍾
繇
が
行
書
を
得
意
と
し
た
こ
と
は
『
四
体

書
勢
』
に
「
魏
初
鍾
（
繇
）
と
胡
（
昭
）
と
の
二
家
が
い
て
、
行
書
を
得
意
と

し
、
と
も
に
こ
れ
を
劉
徳
昇
に
学
ん
だ
。
鍾
繇
の
書
は
や
や
変
化
が
あ
っ
た
」

と
あ
る
。『
書
品
』
に
も
「
劉
徳
昇
の
よ
い
と
こ
ろ
を
鍾
繇
と
胡
昭
が
取
り
入

れ
て
、
胡
は
肥
え
て
い
た
が
、
鍾
の
書
は
痩
せ
て
い
た
」
と
あ
る
。
劉
徳
昇
は

『
書
断
』
に
よ
る
と
、「
潁
川
（
河
南
省
）
の
人
で
、
桓
帝
・
霊
帝
の
こ
ろ
、
行

書
を
作
り
出
し
た
人
と
し
て
、
そ
の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
」
と
い
う
。
今

日
の
資
料
か
ら
見
る
と
作
り
出
し
た

0

0

0

0

0

と
い
う
の
は
伝
聞
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
し
、

桓
帝
・
霊
帝
の
こ
ろ
劉
徳
昇
か
ら
行
書
を
習
っ
た
記
事
は
書
論
の
中
に
も
多
く

散
見
し
て
い
る
。
ひ
と
ま
ず
、
法
帖
に
伝
模
さ
れ
た
鍾
繇
の
書
と
呼
ば
れ
る
作

品
を
、
新
出
の
簡
牘
と
比
較
検
討
し
て
み
よ
う
。

（
図
１
）
宣
示
表
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三

　

梁
の
周
興
嗣
の
千
文
字
の
中
に
も
「
杜
藁
鍾
隷
」
の
句
が
あ
る
よ
う
に
、
最

も
か
れ
が
得
意
と
し
た
楷
書
作
品
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
楷
書

の
中
で
も
と
り
わ
け
古
意
を
存
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
薦
季
直
表
は
、
か
れ

の
他
の
楷
書
作
品
と
は
い
さ
さ
か
趣
を
異
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
鍾
繇
の

楷
書
作
品
の
中
で
、
こ
の
作
品
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
位
置
づ
け
れ
ば
よ
い
の

（
図
３
）
薦
季
直
表

（
図
２
）
薦
季
直
表
・
墨
跡
本

（
図
４
）
王
廣
の
書
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で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
前
に
刻
帖
に
伝
存
す
る
鍾
書
や
、
鍾
書
を
考
え
る
上
で
参
考
と
も
な
る

出
土
物
に
つ
い
て
も
研
究
さ
れ
て
い
る
の
で
少
し
ふ
れ
て
お
こ
う
。
鍾
書
の
楷

書
や
行
書
作
品
は
、
実
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
が
展
転
伝
模
さ
れ
た
法
帖
に
よ
っ

て
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
宣
示
表
を
は
じ
め
と
し
て
、
薦
季
直
表
、
還

示
表
、
力
命
表
、
賀
捷
表
、
墓
田
丙
舎
帖
、
そ
れ
に
「
淳
化
閣
帖
」
中
に
は
白

騎
遂
内
帖
、
雪
寒
帖
、
得
長
帖
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
刻
帖
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
近
年
、
鍾
繇
の
楷
書
に
つ
い
て
、
西
川
寧
氏
は

「
詣
鄯
善
王
の
封
検
か
ら
、
楷
書
書
体
成
立
期
を
二
六
九
年
ご
ろ
と
比
定
し
、

さ
ら
に
鍾
繇
の
法
帖
に
よ
る
伝
承
さ
れ
た
作
品
は
、
ど
う
や
ら
真
実
に
近
い
も

の
」
と
推
論
し
て
い
る
。
一
九
八
四
年
に
は
、
安
徽
省
馬
鞍
山
か
ら
の
呉
の
将

軍
、
朱
然
（
一
八
二
─
二
四
九
）
の
刺
（
名
刺
）
も
出
土
し
た
。
こ
れ
も
見
事
な

三
過
折
が
具
わ
っ
て
い
て
、
鍾
繇
の
死
後
か
ら
わ
ず
か
三
十
年
し
か
経
て
い
な

い
。
ま
た
一
九
九
六
年
に
は
湖
南
省
長
沙
市
の
走
馬
楼
か
ら
十
万
枚
に
の
ぼ
る

孫
権
時
代
の
竹
簡
と
木
簡
が
出
土
し
た
。
年
号
の
も
っ
と
も
早
い
も
の
で
は
後

漢
の
献
帝
の
建
安
二
十
五
年
（
二
二
〇
）、
遅
い
も
の
で
は
呉
の
孫
権
の
嘉
禾

六
年
（
二
三
七
）
の
紀
年
が
あ
る
。
東
牌
楼
簡
牘
の
出
土
地
と
も
は
な
は
だ
近

く
、
そ
の
類
似
性
も
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
の
簡
牘
は
実
は
鍾
繇
七
十
歳
か
ら
没

年
ま
で
と
重
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
福
田
哲
之
氏
が
「
楷
書
の

成
立
と
鍾
繇
（『
文
字
の
発
見
が
歴
史
を
揺
る
が
す
』）
の
中
で
す
で
に
論
じ
て
い

る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
薦
季
直
表
は
、
正
確
に
言
え
ば
『
薦
関
内
侯
季
直
表
』

と
呼
ば
れ
る
。
内
容
は
、
魏
の
文
帝
（
曹
丕
）
に
あ
て
た
上
表
文
で
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
の
表
に
つ
い
て
は
巻
末
に
「
黄
初
二
年
八
月
日
。
司
徒
・
東
武
亭

侯
・
臣
鍾
繇
表
」
の
一
行
が
あ
る
た
め
に
、
偽
書
説
も
存
在
す
る
。
こ
の
偽
書

説
を
主
張
す
る
の
は
孫
承
沢
（
一
五
九
二
─
一
六
七
六
）
の
『
庚
子
消
夏
記
』

巻
五
や
王
澍
（
一
六
六
八
─
一
七
四
三
）
の
『
虚
舟
題
跋
』
巻
五
で
あ
る
。
王

澍
の
論
点
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

①
黄
初
二
年
（
二
二
一
）
は
鍾
繇
は
廷
尉
に
改
め
ら
れ
、
崇
高
卿
侯
に
封
ぜ

ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
後
漢
の
献
帝
の
初
平
三
年
（
一
九
二
）
ご
ろ
の
東
武
亭

侯
で
あ
っ
た
の
を
、
魏
の
文
帝
へ
の
上
表
文
に
漢
代
の
官
名
を
書
く
の
は
不
自

然
で
あ
る
。
ま
た
、
司
徒
と
あ
る
が
、
当
時
の
司
徒
は
華
歆
で
あ
る
。
司
空
は

王
朗
で
あ
る
。
文
帝
は
鍾
繇
と
あ
わ
せ
て
、
こ
の
三
人
を
一
代
の
偉
人
と
し
て

称
揚
し
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。

　

②
文
中
の
表
の
中
に
は
、
季
直
の
功
績
に
つ
い
て
「
先
帝
（
曹
操
）
賞
す
る

に
封
爵
を
も
っ
て
し
、
授
く
る
に
劇
郡
を
も
っ
て
す
」
と
あ
る
が
、
魏
志
に
は

季
直
の
伝
さ
え
な
く
、
史
実
に
は
合
致
し
な
い
。

　

③
書
は
古
雅
で
あ
る
が
、
こ
の
表
は
宋
の
李
公
麟
の
偽
作
で
あ
っ
て
、
唐
宋

よ
り
称
述
さ
れ
て
い
な
い
。
元
の
時
、
陸
行
直
が
、
巻
後
に
鍾
繇
の
官
名
が
あ

る
の
み
で
、
み
だ
り
に
真
跡
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

た
だ
し
一
方
で
は
擁
護
論
も
あ
る
。
欧
陽
輔
は
『
集
古
求
真
』
巻
一
に
「
戯



─ 81─

魚
堂
帖
」（
北
宋
の
劉
次
荘
刻
）
中
に
も
刻
入
さ
れ
て
お
り
、
唐
宋
以
来
称
述
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
王
澍
の
見
解
は
失
考
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
近
人
裴
景

福
も
「
秘
閣
続
帖
」（
南
宋
の
孝
宗
勅
刻
）
に
も
、
こ
の
表
が
あ
る
と
い
い
、
見

解
は
欧
陽
輔
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
根
拠
も
示
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
問

題
の
多
い
墨
本
で
は
あ
る
が
、
元
時
代
の
陸
行
直
の
跋
に
よ
る
と
、
至
元
甲
午

（
一
二
九
四
）
に
入
手
し
、
ま
も
な
く
失
去
し
た
が
至
正
九
年
（
一
三
四
九
）
に

再
び
入
手
し
た
と
い
う
。

　

明
の
中
頃
に
は
沈
周
（
一
四
二
七
─
一
五
〇
九
）
が
入
手
し
、
つ
い
で
華
夏

に
わ
た
り
、「
真
賞
斎
帖
」
上
巻
に
模
入
さ
れ
た
。
ま
た
王
肯
堂
の
「
欝
岡
斎

帖
」（
劉
鴻
矑
摸
勒
）
や
、「
玉
煙
堂
帖
」（
陳
元
瑞
編
）、「
秀
餐
軒
法
帖
」（
陳
息

園
編
）
並
び
に
「
翰
香
館
法
書
」
に
も
刻
入
さ
れ
、
清
初
に
御
府
に
入
っ
て
三

希
堂
帖
に
刻
入
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
近
人
裴
景
福
が
入
手
し
て
、「
壮
陶
閣
帖
」

に
も
刻
入
し
た
。
そ
の
後
、
墨
本
は
盗
ま
れ
土
中
に
埋
め
ら
れ
発
掘
し
た
と
き

は
腐
乱
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
真
跡
の
写
真
が
一
九
八
四
年
の
『
書

法
』（
上
海
書
画
社
）
や
、『
中
国
書
法
芸
術
』（
魏
晋
南
北
朝
）
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
（
図
２
）。
と
も
か
く
、
こ
の
季
直
表
は
疑
念
の
多
い
刻
帖
で
は
あ
る
。

し
か
し
、
批
判
を
加
え
た
王
澍
で
さ
え
「
筆
法
は
淳
厚
で
小
楷
の
模
範
と
す
る

に
足
る
」
と
称
揚
し
て
い
る
。
そ
の
長
期
に
わ
た
る
伝
写
の
間
に
生
じ
た
誤
写
、

及
び
数
次
に
及
ぶ
編
纂
に
よ
っ
て
被
っ
た
意
識
的
な
改
竄
な
ど
も
考
え
ら
れ
よ

う
。
こ
こ
で
は
真
偽
は
ひ
と
ま
ず
お
く
と
し
て
、
刻
帖
そ
の
も
の
の
書
に
つ
い

て
論
じ
て
み
た
い
。

　
　
四

　

東
牌
楼
簡
牘
の
中
に
は
、
楷
書
の
ひ
な
型
を
想
起
さ
せ
る
簡
牘
が
少
数
な
が

ら
存
在
す
る
。
一
一
二
九
号
簡
・
一
〇
一
七
号
簡
な
ど
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
が
、

こ
れ
ら
数
簡
の
中
に
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
薦
季
直
表
の
書
風
に
近
い
も
の
が
存

（
図
５
）
東
牌
楼
簡
牘
の
「
佚
名
書
信
（N

o.32

）」（
拡
大
図
）
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在
す
る
。「
佚
名
書
信
（N

o.32

）」
で
あ
る
（
図
５
）。
上
下
部
が
残
断
し
、
一

行
で
「
至
郅
？
郷
處
惓
々
謝
比
得
□
□
」
と
あ
る
。
背
面
に
文
字
は
な
い
。
こ

の
書
風
も
当
時
、
広
域
に
亘
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
一
書
風
と
み
て
さ
し
つ
か
え

あ
る
ま
い
。
わ
ず
か
八
文
字
で
は
あ
る
が
、
薦
季
直
表
の
書
風
と
共
通
す
る

（
図
６
）。
こ
の
東
牌
楼
簡
牘
中
の
「
佚
名
書
信
（N

o.32

）」
の
八
文
字
に
類
似

す
る
文
字
を
薦
季
直
表
か
ら
抽
出
し
た
文
字
を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
（
図
７
）。
薦
季
直
表
（
以
下
、
表
と
略
記
）
の
①
終
画
の
「
王
」
と
佚
名

書
信
（
以
下
、
書
信
と
略
記
）
の
終
画
の
横
画
は
起
筆
を
軽
く
あ
た
り
、
収
筆

は
隷
書
の
筆
意
を
も
っ
て
自
然
に
収
め
て
い
る
。
表
の
②
の
「
郡
」
の
ツ
ク
リ

と
、
書
信
の
「
郅
」
の
ツ
ク
リ
は
い
ず
れ
も
結
体
が
自
然
で
、
末
筆
は
懸
針
に

近
い
抜
き
方
で
あ
る
。
同
じ
く
、
表
の
③
の
「
阝
」
も
書
信
③
と
共
通
す
る
。

表
の
④
の
「
爰
」
の
下
部
と
書
信
の
「
夂
」
の
部
は
い
ず
れ
も
行
意
が
加
味
さ

れ
、
最
後
の
右
払
い
も
収
め
方
三
角
形
を
示
し
、
類
似
し
て
い
る
。
表
の
⑤
の

「
勿
」
の
部
と
書
信
の
「
勿
」
部
は
結
構
の
構
え
に
お
い
て
も
類
似
し
て
い
る
。

上
部
を
大
き
く
、下
部
を
圧
縮
す
る
よ
う
な
構
造
も
共
通
す
る
。
表
⑥
の
「
爵
」

と
書
信
の
「
謝
」
は
楷
書
的
に
四
角
に
ま
と
め
よ
う
と
す
る
構
造
が
う
か
が
え

る
。
中
心
へ
の
回
帰
を
軸
に
し
た
「
寸
」
の
ま
と
め
方
は
共
通
す
る
。
表
⑦

「
老
」
の
末
筆
と
書
信
の
「
比
」
の
末
筆
は
隷
書
の
筆
意
を
帯
び
て
い
る
。
表

⑧
の
「
得
」
の
「
日
」
部
は
上
部
に
重
心
が
あ
り
、
書
信
の
「
日
」
の
上
部
と

共
通
し
結
構
も
近
い
。
な
お
薦
季
直
表
の
「
彳
」
は
す
べ
て
「

」
の
形
で

統
一
さ
れ
て
い
る
。
総
じ
て
表
・
書
信
と
も
に
文
字
の
上
部
に
重
心
を
も
た
せ
、

下
部
に
至
っ
て
は
小
さ
く
ま
と
め
る
。
ま
た
横
画
は
ほ
ぼ
扁
平
で
右
肩
上
り
の

字
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
も
共
通
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
表
と
書
信
の
共
通
点
は
、

隷
意
が
多
分
に
残
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
書
信
の
書
写
年
代
は
、
鍾
繇

の
年
齢
か
ら
考
え
る
と
一
七
歳
か
ら
三
十
七
歳
の
霊
帝
期
、
す
な
わ
ち
隷
書
の

最
盛
期
に
あ
た
る
。
薦
季
直
表
に
隷
書
の
筆
意
が
濃
厚
に
見
ら
れ
る
の
は
、
そ

の
た
め
で
あ
ろ
う
。
楷
書
の
ひ
な
型
と
で
も
言
う
べ
き
こ
の
佚
名
書
信
は
、
当

時
、
後
漢
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
一
書
風
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
以
上
の
類
似
点

か
ら
、
鍾
繇
は
当
時
の
書
風
の
趨
勢
を
鋭
敏
に
感
じ
と
り
、
薦
季
直
表
の
書
の

中
に
、
そ
の
書
風
を
投
影
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
論
さ
れ
る
。
東
牌
楼

中
の
「
佚
名
書
信
（N

o.32

）」
は
、
零
細
な
一
資
料
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
一

（
図
７
）
薦
季
直
表

（
図
６
）
東
牌
楼
簡
牘
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書
風
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
薦
季
直
表
の
中
に
見
ら
れ
る
隷

書
の
筆
意
の
残
存
は
佚
名
書
信
の
隷
意
の
残
存
と
も
共
通
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら

を
勘
案
す
れ
ば
、
鍾
書
の
中
で
は
特
異
な
こ
の
薦
季
直
表
の
書
風
も
鍾
繇
の
初

期
の
楷
書
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
か
。

　
　
五

　

と
こ
ろ
で
鍾
繇
の
書
は
古
来
能
書
人
名
に
も
「
胡
昭
と
を
比
較
し
、
胡
の
書

は
肥
え
、
鍾
の
書
は
痩
せ
て
い
た
」
と
あ
る
。
梁
の
廋
肩
吾
も
「
劉
徳
昇
の
よ

い
と
こ
ろ
を
二
人
は
取
り
入
れ
、
胡
は
肥
え
て
、
鍾
は
痩
せ
て
い
た
」
と
あ
る
。

し
か
し
東
晋
に
な
る
と
胡
昭
の
名
は
聞
こ
え
な
く
な
り
、
鍾
繇
だ
け
が
称
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
梁
の
武
帝
が
陶
隠
居
に
与
え
た
啓
の
中
で

「
王
義
之
は
鍾
繇
を
学
ぶ
時
、
字
勢
が
巧
妙
に
、
字
形
が
密
に
な
る
が
、
自
運

す
る
と
、
筆
意
が
疎
略
に
、
字
形
が
緩
に
な
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し

薦
季
直
表
の
作
品
か
ら
は
、
そ
の
書
の
特
質
を
窺
っ
て
も
武
帝
の
こ
の
言
葉
の

意
味
が
判
然
と
は
し
な
い
。
ま
た
肥
痩
の
観
点
か
ら
い
っ
て
も
薦
季
直
表
は
む

し
ろ
肥
に
あ
た
り
、
一
致
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
評
は
晩
年
の
宣
示

表
あ
た
り
の
作
品
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
宣
示
表
は
王
僧
虔
の

『
論
書
』
に
よ
る
と
、「
も
と
真
跡
は
晋
の
王
導
が
所
持
し
、
晋
の
南
渡
の
時
に
、

そ
れ
を
袖
の
中
に
隠
し
て
江
南
に
逃
れ
た
。
の
ち
に
こ
れ
を
王
羲
之
に
贈
り
、

羲
之
は
さ
ら
に
王
脩
に
与
え
た
。
た
ま
た
ま
王
脩
が
亡
く
な
る
と
毋
は
つ
い
に

棺
に
入
れ
て
葬
っ
た
。」
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
後
世
伝
来
し
た
の
は
王
羲

之
の
臨
本
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
記
述
か
ら
も
宣
示
表
が
唐
の
褚
遂
良
の
『
王

右
軍
書
目
』
や
韋
述
の
『
叙
書
録
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
臨
本
が
唐
代
に
伝
来
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
宋
代
に
は
『
淳
化
閣
帖
』
を

は
じ
め
、
他
の
数
種
の
鍾
書
と
と
も
に
刻
さ
れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
宣
示
表

は
広
く
流
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
が
、
少
な
く
と
も
伝
来
で
み

る
か
ぎ
り
、
唐
代
に
お
い
て
王
の
臨
書
と
し
て
伝
来
し
た
も
の
か
ら
の
刻
入
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
宣
示
表
の
内
容
は
、「
呉
の
孫
権
が
、

魏
に
和
親
を
求
め
て
臣
と
称
し
て
附
属
す
る
の
を
申
し
入
れ
た
。
鍾
繇
が
孫
権

は
二
心
を
抱
く
も
の
で
は
な
く
、
真
に
魏
に
仕
え
る
意
思
が
あ
る
こ
と
を
弁
じ

て
上
書
し
た
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
黄
初
二
年
（
二
二
一
）
八
月
の
こ
ろ
と

推
定
さ
れ
る
。
鍾
繇
七
十
一
歳
、
晩
年
の
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
真
偽
は
別

と
し
て
も
、
薦
季
直
表
ほ
ど
の
古
意
に
は
乏
し
い
が
、
古
来
小
楷
書
の
好
手
本

と
し
て
伝
来
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
薦
季
直
表
に
比
べ
る
と
、
そ
の
深
化
の

様
子
が
窺
わ
れ
る
。
薦
季
直
表
の
扁
平
、
前
向
き
の
四
角
張
っ
た
の
に
対
し
、

宣
示
表
は
構
成
の
楷
書
の
原
型
と
も
言
う
べ
き
力
の
均
衡
に
よ
る
右
肩
上
が
り

の
構
成
で
あ
る
。
字
勢
の
巧
妙
さ
も
目
に
つ
く
。
こ
の
宣
示
表
の
書
写
年
代
と

「
走
馬
楼
呉
簡
」
の
書
写
年
代
は
重
な
る
。
呉
簡
中
の
わ
ず
か
な
楷
書
作
品
と

比
べ
て
も
、
共
通
点
も
指
摘
で
き
る
。
図
８
「
兵
曹
」
は
簽
牌
（
荷
ふ
だ
）
の

表
題
で
あ
る
。
扁
平
、
前
向
き
の
四
角
張
っ
た
体
勢
か
ら
脱
却
し
、
や
や
右
上
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が
り
で
あ
る
。
ま
た
、
隷
書
特
有
の
波
勢
も
な
い
。
下
部
の
十
字
は
行
書
に
近

い
。
実
は
楷
書
の
原
型
に
近
い
構
成
の
思
考
は
早
く
も
こ
の
こ
ろ
に
生
ま
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
図
９
「
中
倉
」
も
簽
牌
の
表
題
で
あ
る
。「
兵
曹
」
の
表
題

と
同
様
、
立
派
な
三
過
折
を
具
え
た
楷
書
で
あ
る
。
下
の
十
一
字
は
や
や
草
卒

な
行
書
で
あ
る
。
嘉
禾
三
年
の
紀
年
が
見
ら
れ
る
。
嘉
禾
三
年
（
二
三
四
年
）

は
鍾
繇
の
没
年
か
ら
四
年
後
に
あ
た
る
。
い
ず
れ
も
表
題
で
あ
る
か
ら
、
あ
ら

た
ま
っ
た
楷
書
で
書
か
れ
、
下
部
は
、
く
だ
け
た
行
書
で
書
か
れ
て
い
る
。
図

10
の
「
庫
」
も
同
じ
く
簽
牌
で
あ
る
。
隋
の
墓
誌
を
想
起
さ
せ
る
。『
長
沙
走

馬
楼
三
国
呉
簡
・
嘉
禾
吏
氏
田
家
別
』
の
官
文
書
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
表
題

字
の
下
部
に
み
ら
れ
る
行
書
体
と
同
じ
書
風
で
書
か
れ
て
い
る
。
三
つ
の
表
題

の
楷
書
「
兵
曹
」
と
「
中
倉
」
さ
ら
に
「
庫
」
に
見
る
扁
平
な
構
成
を
し
た
右

上
が
り
の
楷
書
が
、
お
そ
ら
く
当
時
も
っ
と
も
一
般
的
な
「
楷
書
の
原
型
」
を

示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
簽
牌
の
表
題
と
宣
示
表
と
を
比
較

す
る
こ
と
も
注
意
を
要
す
る
。
宣
示
表
は
王
羲
之
の
臨
書
作
か
ら
出
た
と
し
て

も
、
原
跡
か
ら
は
い
く
ら
か
変
化
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
上
に
王
の
筆
法
が
加

わ
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
模
勒
し
て
刻
す
る
と
き
の
刻
工
独
自
の
く
せ
と
も

言
う
べ
き
も
の
が
加
味
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
要
素
を
差
し
引
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
な
お
「
兵
曹
」
と
「
中
倉
」・「
庫
」
の
表
題
と
は
楷

書
様
式
に
お
い
て
も
共
通
す
る
部
分
が
多
い
。
右
肩
上
が
り
、
起
筆
や
履
勢
に

か
ま
え
た
送
筆
の
穏
や
か
さ
、
終
筆
は
し
っ
か
り
と
止
め
る
。
構
成
に
至
っ
て

は
い
ず
れ
も
、
い
ま
だ
扁
平
に
構
え
る
。
し
か
し
、
刻
本
で
あ
り
な
が
ら
も
宣

示
表
に
至
っ
て
は
意
法
の
自
然
さ
、
結
体
の
高
古
な
た
た
ず
ま
い
は
鍾
繇
の
面

目
を
よ
く
発
揮
し
て
い
る
。
王
羲
之
が
鍾
繇
を
評
し
て
「
天
然
第
一
」
と
言
っ

た
の
も
、
こ
の
点
を
指
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
胡
昭
の
肥
に
比
べ
て
、

鍾
繇
の
書
は
痩
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
ほ
ぼ
同
年
代
の
淳
化
閣
帖
中
の
張

芝
や
呉
の
皇
象
の
書
に
比
べ
て
み
る
と
、
晩
年
の
鍾
繇
の
書
は
痩
な
の
で
あ
っ

て
、
肥
厚
体
か
ら
痩
体
へ
と
い
う
流
れ
が
、
当
時
の
風
尚
に
合
致
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
王
羲
之
の
小
楷
楽
毅
論
や
黄
庭
経
な
ど
は
、
鍾
繇
の
痩
の
部
分
を

多
分
に
受
け
継
い
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
上
、
鍾
繇
の
楷
書
の
実
相
を
鍾
繇

が
生
き
た
時
代
の
新
資
料
を
も
と
に
省
察
し
、
薦
季
直
表
は
、
か
れ
の
初
期
の

（
図
８
）
簽
牌
〈
兵
曹
〉

（
図
９
）

（
図
10
）
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作
品
と
し
て
推
論
し
、
さ
ら
に
深
化
を
加
え
、
晩
年
に
お
い
て
天
然
の
趣
を
獲

得
し
た
の
が
宣
示
表
の
作
品
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
六

　

さ
て
、
こ
の
鍾
繇
書
の
そ
の
後
の
系
譜
を
辿
っ
て
み
る
と
、
ヘ
デ
ィ
ン
（
一

八
六
五
─
一
九
五
二
）
が
、
楼
蘭
遺
址
で
発
掘
し
た
図
録
（
コ
ン
ラ
デ
ィ
ー
本
）

の
中
に
、
紙
文
書
に
書
い
た
「
繇
頓
首
頓
首
」（
図
11
）
の
五
文
字
が
見
え
る
。

コ
ン
ラ
デ
ィ
ー
も
す
で
に
鍾
繇
の
書
を
手
習
い
し
た
も
の
と
解
し
て
い
る
。
ち

な
み
に
、
ヘ
デ
ィ
ン
発
掘
の
残
紙
は
西
晋
の
泰
始
二
年
（
二
六
六
）
か
ら
建
興

（
三
一
三
）
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
紙
文
書
中
の
五
文
字
を
仔
細
に
み

る
と
「
繇
」
の
ヘ
ン
部
は
「
缶
」
に
書
写
し
て
い
る
。
鍾
繇
の
法
帖
中
に
は

「
缶
」
と
書
い
た
事
例
は
な
く
、
す
べ
て
「

」
に
作
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く

伝
写
の
誤
り
か
、
あ
る
い
は
す
で
に
手
習
い
用
と
し
て
作
製
さ
れ
た
教
本
が
こ

の
よ
う
に
「
缶
」
に
作
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
時
の
中
原
の
漢
人
書
派
に
お
い
て
書
家
の
典
型
と
考
え
ら
れ

て
い
た
も
の
は
、
清
の
阮
元
が
言
う
よ
う
に
鍾
繇
、
衛
瓘
、
索
靖
の
三
人
で
あ

っ
た
。
や
が
て
、
王
羲
之
の
出
現
に
よ
っ
て
、
衛
・
索
の
名
は
消
え
て
鍾
・
王

の
二
人
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
晋
の
泰
始
期
（
二
六
五
～
二
七
四
）
か
ら
永
嘉

期
（
三
〇
七
～
三
一
二
）、
さ
ら
に
永
和
期
（
三
四
五
～
三
五
四
）
へ
と
移
り
変

わ
る
姿
は
、
中
原
の
そ
の
時
期
の
新
し
い
様
式
は
李
柏
尺
牘
な
ど
の
出
土
資
料

か
ら
窺
う
と
、
ま
さ
に
同
じ
で
あ
り
、
江
南
の
新
し
い
書
風
も
刻
々
と
こ
の
西

（
図
11
）
繇
頓
首
頓
首

（
図
12
）
楼
蘭
晋
残
紙

（
図
13
）
賀
捷
表
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偏
の
土
地
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
鍾
繇
の
書
を
手
習
い
し
た
残

紙
が
出
土
し
た
の
も
、
西
偏
書
派
（
西
は
ニ
ヤ
か
ら
東
の
楼
蘭
、
北
の
ト
ル
フ
ァ

ン
、
さ
ら
に
東
の
敦
煌
地
域
）
の
最
初
の
段
階
は
、
鍾
・
衛
・
索
の
影
響
下
に

出
発
し
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
資
料
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
残
紙

中
に
鍾
繇
の
脈
流
を
想
起
さ
せ
る
一
点
が
あ
る
。
残
紙
中
で
も
や
や
異
質
な
な

書
風
で
あ
る
（
図
12
）。
隷
書
の
技
法
と
楷
書
の
要
素
と
を
混
在
さ
せ
、
細
身

の
鋭
い
筆
力
と
き
び
し
い
構
成
法
は
全
体
を
力
で
統
一
し
た
、
独
特
の
性
格
を

築
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
法
帖
に
伝
え
ら
れ
る
鍾
繇
の
書
の
中
に
も
、
こ
の

残
紙
と
類
似
し
た
賀
捷
表
が
あ
る
（
図
13
）。
一
に
戒
路
表
と
も
い
う
。
こ
の

点
は
、
西
川
寧
氏
に
も
指
摘
が
あ
る
（『
西
川
寧
著
作
集
』
巻
一
）。
鬱
岡
斎
帖

や
玉
煙
堂
、
宝
賢
堂
帖
な
ど
に
も
刻
入
さ
れ
て
い
る
。
真
偽
に
つ
い
て
も
難
し

い
も
の
で
は
あ
る
が
、
鬱
岡
斎
帖
に
刻
ま
れ
た
こ
の
帖
と
比
較
す
る
と
、
全
体

を
力
で
統
一
し
、
横
画
は
こ
と
の
ほ
か
長
く
、
右
払
い
に
お
い
て
は
ほ
っ
て
り

膨
ら
み
を
も
た
せ
て
伸
長
さ
せ
、
三
角
形
状
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

独
特
の
表
現
法
を
見
る
と
、
残
紙
と
の
共
通
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。『
四
体
書

勢
』
の
中
に
、「
鍾
繇
は
行
書
を
得
意
と
し
、
劉
徳
昇
に
学
ん
だ
が
、
鍾
繇
の

書
に
は
、
や
や
変
化

0

0

が
あ
っ
た
。」
と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
姿
態
を
指
す
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
論
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
法
帖

に
刻
入
さ
れ
た
書
は
、
言
う
な
ら
ば
、
実
は
後
世
に
編
纂
さ
れ
た
伝
世
文
献
で

あ
り
、
長
い
伝
世
過
程
で
の
誤
字
や
故
意
の
書
き
換
え
、
あ
る
い
は
偽
作
の
リ

ス
ク
が
常
に
つ
き
ま
と
う
。
そ
れ
に
引
き
か
え
、
漢
の
東
牌
楼
簡
牘
や
、
呉
の

走
馬
楼
呉
簡
、
あ
る
い
は
楼
蘭
出
土
の
残
紙
類
は
当
時
の
生0

の
出
土
文
献
な
の

で
あ
る
。
人
間
が
編
纂
意
図
を
も
っ
て
作
り
上
げ
た
、
い
わ
ば
著
作
物
で
は
な

く
、
現
実
の
生
き
た
社
会
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
出
土
文
献
を
検
証
、
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
世

の
文
献
を
あ
ら
た
に
照
射
し
直
し
、
体
系
化
を
試
み
る
こ
と
が
、
今
後
大
き
な

課
題
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

【
注
】

東
牌
楼
簡
牘
に
関
す
る
論
文
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

（
１
） 

劉
濤
「
東
牌
楼
東
漢
簡
牘
の
書
体
・
書
法
と
書
写
者
に
つ
い
て
」（
長
沙
東
牌

楼
東
漢
簡
牘
）
文
物
出
版
社
）

（
２
）
福
田
哲
之
「
東
牌
楼
漢
簡
牘
に
よ
る
法
帖
の
検
証
」（『
書
学
書
道
研
究
18
』）

（
３
）
大
橋
修
一
「
行
書
の
発
生
と
そ
の
展
開
」（『
大
東
書
道
研
究
』
平
成
一
七
）

（
４
） 

横
田
恭
三
「
楷
書
の
発
生
─
東
牌
楼
簡
牘
か
ら
み
た
楷
書
書
法
─
」『
全
国
大

学
書
道
学
会
紀
要
』（
平
成
一
八
年
度
）


